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山口県農業共済組合

旬の野菜クッキング
かぼっコリー
かぼっコリーは、生で食べることができるカボチャで、コリコリした食感が特徴です。
皮や種まで食べられるので、残すところがありません。そのままの食感や味わいを
楽しむなら、スライスしてサラダやマリネにするのがオススメ。火を通しても、おい
しく食べることができます。

かんたんでおいしい

シンプルな食べ方で味わう
かぼっコリーのおひたし

かぼっコリー ...................... １/４個
めんつゆ（２倍濃縮）...............50ml
水.............................................100ml
かつおぶし.........................１パック
塩................................................ 少々

材料（２人分）

①かぼっコリーをスライサーで薄切りにします。
②かぼっコリーに塩をふり、しんなりしたら軽くしぼり
ます。
③容器にめんつゆと水を合わせて、かぼっコリーを30分
以上浸します。
④器に盛りつけ、かつおぶしをかけて完成。

作り方

コリッとした食感がアクセントに
かぼっコリーのたまごサラダ
かぼっコリー ...................... １/４個
エビ............................................ ５尾 （中サイズ）
たまご........................................ ２個
マヨネーズ................................ 適量
塩................................................ 適量
ブラックペッパー..................... 適量

材料（２人分）

①エビは背わたをとり、殻ごと茹でます。冷ましてから
殻をむき、１cmくらいのぶつ切りにします。
②たまごを茹でます。茹で上がったら、細かい角切り
にします。
③かぼっコリーは、薄切りにして塩をふってしんなりさせ
ます。
④かぼっコリーを軽くしぼり、エビとたまごを入れ、マヨ
ネーズで和えます。
⑤器に盛りつけ、ブラックペッパーをかけて完成。

作り方

プラスチックの使い捨て容器を使うよりも、「回収して洗い再び利用する容器」「お客様がお店に
持ち込む容器」など、食の容器にもサステナブルな取り組みが広がっています。
「罪悪感がない」という意味で、罪悪感や後ろめたさがなく食べられるものを指すときに使われる
ワードです。例えば、低カロリー食品、糖質ゼロ食品、グルテンフリーなど。

サステナブル容器

ギルトフリー

●お知らせ
　第９回通常総代会開催

●収入保険班
　収入保険に加入しませんか？

●収穫共済課
　水稲共済　被害申告の受付を開始します

●資産共済課
　園芸施設共済　事前の備えを確認しましょう

●家畜課
　牛の飼料紹介

風景：萩市むつみノーサイくん

農の力を未来へつなぐ

令和４年（2022年）
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第
９
回
通
常
総
代
会
開
催

令
和
４
年
６
月
15
日
、
山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
９
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
代
総
数
１
９
８
人
中
、
１
９
２
人（
本
人
出
席
20
人
、
書
面
出
席
１
７
２
人
）が
出
席
し
ま
し
た
。

議
長
に
は
岩
国
市
の
長
尾
善
正
総
代
が
選
任
さ
れ
、
提
出
し
た
９
議
案
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
１
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
、財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰

余
金
処
分（
案
）、
不
足
金
処
理（
案
）

の
承
認
の
件

●
第
２
号
議
案

令
和
４
年
度
役
員
報
酬
の
支
給
額
並

び
に
支
給
方
法
の
承
認
の
件

●
第
３
号
議
案

令
和
４
年
度
損
害
評
価
会
委
員
、
調

整
評
価
員
、
共
済
部
長
、
女
性
部
会

委
員
及
び
顧
問
弁
護
士
の
報
酬
支
給

額
並
び
に
支
給
方
法
の
承
認
の
件

●
第
４
号
議
案

農
作
物
共
済
勘
定
特
別
積
立
金
取
崩

し
額
の
承
認
の
件
（
損
害
防
止
委
託

に
係
る
取
崩
し
）

●
第
５
号
議
案

借
入
金
最
高
限
度
額
、
借
入
条
件
及

び
償
還
方
法
の
承
認
の
件

●
第
６
号
議
案

余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の
承
認
の
件

●
第
７
号
議
案

職
員
給
与
規
則
及
び
職
員
退
職
給
与

規
則
の
一
部
変
更
の
承
認
の
件

●
第
８
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
設
定
並
び

に
事
務
費
賦
課
額
、
賦
課
方
法
の
承

認
の
件

●
第
９
号
議
案

事
業
規
程
の
一
部
変
更
の
承
認
の
件

●
付
帯
決
議

 

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

  令和３年度　山口県農業共済組合長表彰  
農業共済功績者　　・宇部市　田邉　邦之　　・萩　市　大塚　茂生
　　　　　　　　　・下関市　太田　英弘　　・美祢市　豊島　正雄　（敬称略）
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令和３年度事業報告と決算報告

令
和
３
年
度
は
、
全
国
的
に
米

価
の
下
落
に
よ
る
収
入
の
減
少
、

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
販
路
の
縮
小
な

ど
、
大
幅
な
農
業
収
入
の
減
少
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
過

去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
各
地
で

自
然
災
害
が
頻
発
し
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
水
稲
に
お
い
て
イ

モ
チ
病
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
全

体
的
に
被
害
の
少
な
い
年
と
な
り

ま
し
た
。

職
員
一
同
、「
す
べ
て
の
農
家
に

『
備
え
』
の
種
を
届
け
よ
う
」
を
合

言
葉
に
、
収
入
保
険
と
農
業
共
済

の
一
層
の
加
入
推
進
に
努
め
、
被

害
を
受
け
た
農
業
者
へ
共
済
金
の

早
期
支
払
い
、
収
入
保
険
の
つ
な

ぎ
融
資
な
ど
、
迅
速
な
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
も
、
農
業
経
営
安

定
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
、
事
業
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

●令和３年度事業報告

●収益と費用の状況 （令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）

《収益》

《費用》

掛金・交付金
809,447,154 円

その他の事業収入
503,315,313 円

受取補助金
494,012,341 円

賦課金 63,347,585 円
その他業務収入 183,263,001 円診療収入 183,769,658 円

保険金 54,201,971 円

保険料 141,891,627 円 その他事業支出
351,616,022 円家畜診療所運営費

252,533,419 円

当期剰余金
-7,723,658 円

支払共済金
623,475,595 円

組合運営費
929,564,018 円

共済種類 引受数量 共済金額（千円） 支払共済金（円）

農 作 物（ 水 稲 ・ 麦 ） 12,717ha 7,981,706 100,993,114

家 畜（ 死 廃 ・ 病 傷 ） 69,817頭 10,045,782 307,051,669

果樹（うんしゅうみかん・なし） 28ha 48,945 294,412

畑 作 物 （ 大 豆 ） 163ha 36,448 1,359,941

園 芸 施 設 2,581棟 2,441,569 5,713,451

建 物 37,266棟 389,113,410 142,146,839

農 機 具 8,594台 17,248,750 65,785,110

保 管 中 農 産物補償共済 2口 2,000 0

合 計 － 426,918,610 623,344,536
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令和４年度組合実施方策

●令和４年度事業計画

●業務収支予算

●診療所収支予算

共済種類 引受数量 共済金額（千円）

農 作 物 （ 水 稲 ・ 麦 ） 10,932ha 8,105,201

家 畜 （ 死 廃 ・ 病 傷 ） 69,335頭 9,743,127

果樹（うんしゅうみかん・なし） 20ha 37,642

畑 作 物 （ 大 豆 ） 73ha 8,545

園 芸 施 設 2,677棟 2,496,384

建 物 37,466棟 391,215,320

農 機 具 8,702台 17,475,490

保 管 中 農 産 物 補 償 共 済 2口 2,000

合 計 － 429,083,709

《支出》 《収入》
合計

953,192
（単位：千円）

前年度繰越金 9,904

受取補助金 477,421
人件費 616,634

賦課金 57,534

その他の収入 131,089

事業勘定受入 198,281

受取利息 47,868
事務費 30,588

業務費 57,207
普及推進費 27,322

損害評価費 22,868
施設費 56,860

受託収入 31,095

その他の支出 124,966
損害防止費 16,747

《支出》 《収入》
合計

263,953
（単位：千円）

診療収入 176,026

家畜受取補助金 83,392
業務勘定受入 4,535

診療人件費 173,926

一般旅費 1,700
診療所維持費 14,362
往診費 8,186
医療品消耗費 49,430
その他の支出 16,349
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収入
保険班

農
業
の
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

収
入
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

制
度
開
始
か
ら
４
年
目
を

迎
え
た
「
収
入
保
険
」
は
、

様
々
な
作
物
と
リ
ス
ク
に

対
応
す
る
保
険
と
し
て
、

年
々
加
入
者
が
増
え
て
い

ま
す
。 青

色
申
告
の

４
人
に
１
人
が

加
入
!!

手続きが便利に！インターネット申請もスタート！

インターネットでもお手続きが可能
●�ご契約の自動更新・確認事項の回答
●�各種手続きがネットで完結
●�ご自身で簡単お見積もり

法
人
の
経
営
安
定
の
た
め

収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た

　
　

山
口
市

　
　

農
事
組
合
法
人
周
防
江
崎

組
合
長　

原は
ら

田だ 

敏と
し

成な
り

さ
ん
（
78
歳
）

【
経
営
規
模
】 水
稲
55
㌶
、
麦
75
㌶
、

 

大
豆
43
㌶
、
野
菜
94
㌃

収
入
保
険
制
度
の
発
足
後
、
法
人
に

と
っ
て
有
利
な
制
度
は
ど
れ
か
加
入
を

迷
っ
て
い
ま
し
た
。

ウ
ン
カ
の
大
発
生
、
台
風
に
よ
る
潮

風
害
、
米
価
の
下
落
等
に
よ
り
経
営
努

力
で
は
対
応
で
き
な
い
収
入
減
少
を
経

験
し
、
今
後
の
予
期
せ
ぬ
事
態
に
も
備

え
る
た
め
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
決

め
ま
し
た
。

収
入
保
険
は
事
務
手
続
き
が
簡
略
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

今
後
、
更
に
制
度
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、
加
入
を
継
続
し
ま
す
。

青
色
申
告
な
ら
収
入
保
険
へ
の

加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す

防
府
市　

今い
ま

田だ 

克か
つ

臣み

さ
ん
（
70
歳
）

【
経
営
規
模
】
水
稲
３
．
５
㌶

私
の
住
む
地
区
で
は
、「
青
色
申
告
を

し
て
い
る
な
ら
収
入
保
険
」
と
考
え
る

農
家
が
多
く
、
私
も
迷
う
こ
と
な
く
加

入
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
台
風
に
よ
る
潮
風
害
や
ス

ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
に
よ
る
食
害
に
悩
ま
さ

れ
、
昨
年
の
米
価
の
下
落
で
は
補
償
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、大
変
助
か
り
ま
し
た
。

収
入
保
険
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
農
業
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

被
害
発
生
時
の
申
告
は
組
合
へ
電
話

１
回
の
み
で
終
わ
り
。
収
入
保
険
な
ら

現
地
確
認
や
坪
刈
り
を
待
つ
必
要
も
無

く
な
り
ま
し
た
。

青
色
申
告
者
な
ら
す
ぐ
に
で
も
収
入
保

険
に
加
入
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

電話で受付
●�農作物等の被害・事故発生通知
●�つなぎ融資のご依頼�（無利子）
●�営農計画の変更や農業の継承

あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
か
ら

農
産
物
の
販
売
金
額
を

補
償

新
型
コ
ロ
ナ
、
価
格
の
低
下
、

農
業
者
の
病
気・ケ
ガ
、事
故
、

自
然
災
害
、
様
々
な
リ
ス
ク

に
対
応
。

積
み
立
て
と
掛
け
捨
て

方
式
の
２
段
階
で

手
厚
い
補
償

平
均
収
入
の
９
割
を
下
回
っ

た
ら
補
償
を
開
始
。
掛
金
を

抑
え
た
プ
ラ
ン
も
登
場
。

国
庫
補
助
で

農
家
の
負
担
を
軽
減

積
立
金
の
75
％
、
掛
け
捨
て

保
険
料
等
の
50
％
を
国
が
補

助
。
さ
ら
に
※
自
治
体
か
ら

の
保
険
料
補
助
も
決
定
。

※�

県
内
の
自
治
体
か
ら
も
保
険
料
補
助
が

始
ま
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
号
外

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

特徴

１
特徴

２
特徴

３

県内収入保険のご契約者数
令和３年度末現在

H30 R元 R2 R3

299
555

839
1,133
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山口 小郡 12345678 共済　太郎

ﾖｼﾔﾏ 123

ﾖｼﾔﾏ 456

ﾖｼﾔﾏ 789

ﾖｼﾔﾏ 321

10.0

20.0

20.0

30.0

9/15

9/15

9/16

9/16

9/10

8/20

イノシシ

風水害

70

10

150

450

○

収穫
共済課

水
稲
共
済　

被
害
申
告
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

水
稲
の
収
穫
が
間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。

減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず
被
害
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い（
自
主
申
告
と
な
り
ま
す
）。

●
被
害
申
告
と
は
？

自
然
災
害
（
風
水
害
や
干
害
な
ど
）
や
病
虫
害
、
鳥
獣
害
な

ど
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
旨
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に

申
告
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
損
害
評
価
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
損
害
評
価
と
は
？

減
収
量
を
算
出
す
る
た
め
の
収
量
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、

お
支
払
い
す
る
共
済
金
を
決
め
る
基
礎
と
な
り
ま
す
。

必
ず
収
穫
前
に
被
害
申
告
を
！

刈
取
り
後
の
被
害
申
告
は
、
被
害
程
度
の
把
握
が

で
き
な
い
た
め
、
損
害
評
価
が
で
き
ま
せ
ん
（
共
済

金
を
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
）。

被
害
申
告
は
必
ず
刈
取
り
前
に
確
実
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

損
害
評
価
書
兼
野
帳
（
控
え
）
に

被
害
の
状
況
を
整
理

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
よ
り
損
害
評
価
書
兼
野
帳
（
控
え
）

（
以
下
、
野
帳
）
が
届
き
ま
す
。
野
帳
の
太
枠
内
に
被

害
の
状
況
を
整
理
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
被
害
の
状
況
を
申
告

電
話
ま
た
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
設
け
た
会
場
に
て
被

害
申
告
を
行
い
ま
す
。（
支
所
に
よ
っ
て
受
付
方
法
は

異
な
り
ま
す
）

野
帳
と
一
緒
に
ご
案
内
す
る「
水
稲
被
害
申
告（
損

害
通
知
）に
つ
い
て
」を
ご
覧
い
た
だ
き
、
申
告
期
限

内
に
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
よ
る
損
害
評
価

　

被
害
申
告
の
流
れ

１２３
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OK!

半
相
殺
方
式
に
ご
加
入
の
皆
様
へ

被
害
申
告
に
関
す
る

お
願
い
と
注
意
点

収入保険にご加入の皆様へ
被害が発生した場合はNOSAIまでご連絡ください。（野帳の提出は不要です）

●
被
害
申
告
は
期
限
を
厳
守
！

損
害
評
価
は
地
域
の
代
表
で
あ
る
損
害
評
価
員
・
調

整
評
価
員
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
ほ

場
を
観
察
し
、
早
め
の
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
評
価
日
程
等
は
、「
水
稲
被
害
申
告
（
損
害

通
知
）
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
申
告
期
限
の

厳
守
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
被
害
申
告
の
際
は

　
次
の
内
容
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い

被
害
申
告
の
際
は
、
①
被
害
が
発
生
し
た
ほ
場�

②

収
穫
予
定
月
日�

③
災
害
の
内
容�

④
災
害
の
発
生
日�

⑤
収
穫
量
が
減
っ
た
割
合�

⑥
見
込
み
の
単
収
を
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

●
立
札
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す

立
札
を
下
の
写
真
の
よ
う
に
、
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋

等
に
入
れ
て
被
害
ほ
場
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
収
穫

が
終
わ
る
ま
で
は
立
て
た
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。

立
札
を
目
印
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

見
え
や
す
い
よ
う
に
稲
穂
よ
り
高
い
位
置
に

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
と
め
て
立
て
て
は

ほ
場
の
特
定
が

で
き
ま
せ
ん

畦
畔
の
真
ん
中
で
は

ど
ち
ら
の
ほ
場
か

わ
か
り
ま
せ
ん
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資産
共済課

園
芸
施
設
共
済　

事
前
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

農
林
水
産
省
で
は
、
近
年
の
台
風
や
大
雪
等
に
よ
る
災
害
を
受
け
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
等
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。
左
記
に
、
一
部
を
抜
粋
し
て
お
り
ま
す

の
で
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
災
害
に
強
い
施
設
園
芸
づ
く
り
月
間
」を
定
め
、
園
芸
施
設
共
済
や

収
入
保
険
の
加
入
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
場
合
の
経
営

継
続
の
た
め
に
は
農
業
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
復
旧
等
の
費
用

を
想
定
し
、
災
害
対
策
と
し
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
ウ
ス
周
辺
の
準
備

�

ハ
ウ
ス
周
辺
で
飛
ば
さ
れ
る
も
の
を
片
付
け
た
り
固
定
し
ま
し
た
か
？

�

排
水
溝
や
谷
樋
等
の
ゴ
ミ
の
除
去
等
に
よ
り
、速
や
か
に
排
水
で
き
ま
す
か
？

�

出
入
り
口
の
補
強（
か
ん
ぬ
き
等
）や
戸
締
り
は
し
ま
し
た
か
？

●
停
電
対
策

�

タ
ン
ク
に
か
ん
水
用
水
を
貯
水
し
ま
し
た
か
？

�

非
常
用
発
電
機
や
手
動
操
作
器
具
な
ど
準
備
は
し
ま
し
た
か
？

●
被
害
防
止
対
策

�

被
覆
材
の
た
る
み
や
破
れ
は
点
検
し
ま
し
た
か
？

�

被
覆
材
の
隙
間
等
の
風
の
吹
き
込
み
口
と
な
る
箇
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

�

換
気
扇
を
回
し
て
排
気
し
、
ハ
ウ
ス
内
を
減
圧
し
ま
し
た
か
？

�

ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
、被
覆
材
、筋
か
い
の
留
め
金
具
に
緩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

�

ハ
ウ
ス
妻
面
の
防
風
ネ
ッ
ト
掛
け
な
ど
応
急
的
な
補
強
は
し
ま
し
た
か
？

●
事
前
の
備
え

�

園
芸
施
設
共
済
や
収
入
保
険
の
補
償
内
容
を
理
解
し
、加
入
し
て
い
ま
す
か
？

施設園芸　台風前のチェックリスト
※
ハ
ウ
ス
の
耐
風
速
以
上
の
強
風
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
可
能
な
限
り
被
覆
フ
ィ
ル
ム
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

補強資材等によるパイプハウスの構造強化対策
筋交い直管による補強で
耐力20％程度アップ

その他の強風対策等の補強
●つっかえ棒等による肩部補強の参考例●引っ張り資材による肩部補強の参考例

筋かい直管の下端部は
必ず地面に30㎝以上
埋め込むこと

根がらみによる補強で
耐力10％程度アップ

地盤面下10cm付近で根がらみ直管と
各アーチパイプを部品等で必ず固定する

約5ｍ

風向 風向
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家畜課

牛
の
飼
料
紹
介

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

コ
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
、
為
替
変
動
（
円
安
）
な
ど

の
世
界
情
勢
に
よ
り
、
輸
入
飼
料
が
手
に
入
ら
な

い
、
手
に
入
っ
て
も
高
額
と
い
う
状
況
が
畜
産
経

営
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

自
給
飼
料
は
草
種
に
よ
り
、
生
産
地
域
な
ど
が

限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
購
入
飼
料
と
比
較
し

て
生
産
費
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
今

回
は
代
表
的
な
自
給
飼
料
を
紹
介
し
ま
す
。

２

５ １

４

３

６

①
チ
モ
シ
ー（
イ
ネ
科
）

穗
の
形
が
特
徴
的
。
北
海
道
な
ど
で
作
付
け

可
能
。

②
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス（
イ
ネ
科
）

温
暖
地
域
の
夏
作
飼
料
。
刈
取
り
時
期
に

よ
っ
て
成
分
が
変
わ
り
や
す
く
、
堆
肥
多
投

の
際
の
硝
酸
態
窒
素
に
注
意
。

③
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
ヘ
イ（
マ
メ
科
）

作
付
け
は
、
北
海
道
が
中
心
。
粗
蛋
白
質

が
高
く
、
ビ
タ
ミ
ン
・
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
。

④
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス（
イ
ネ
科
）

温
暖
地
域
の
冬
作
飼
料
。
生
育
力
、
再
生

力
が
強
い
。

⑤
イ
ネ
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ

　
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）

籾
、
葉
、
茎
全
て
を
生
の
ま
ま
細
か
く
刻
み

乳
酸
発
酵
さ
せ
て
利
用
。
牛
が
消
化
し
に
く
い

籾
部
分
を
大
幅
に
減
ら
し
、
消
化
さ
れ
や
す

い
茎
葉
の
割
合
と
糖
含
量
が
高
い
、「
た
ち
す

ず
か
」「
た
ち
あ
や
か
」
な
ど
の
専
用
品
種
が

あ
る
。
食
用
米
や
従
来
の
品
種
と
は
牛
に
と
っ

て
栄
養
価
が
全
く
異
な
り
、
こ
の
改
良
に
よ

り
繁
殖
和
牛
か
ら
高
泌
乳
の
乳
牛
ま
で
広
く

使
用
可
能
と
な
っ
た
。

⑥
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
細
断
し
発
酵
さ
せ
て
利

用
。
夏
作
飼
料
と
し
て
広
く
作
付
け
。
特
に

価
格
高
騰
が
激
し
い
配
合
飼
料（
と
う
も
ろ
こ

し
や
麦
な
ど
）の
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
が
、
猪
も
大
好
物
の
た
め
獣
害
対
策
が

必
須
。自

給
飼
料
生
産
の
た
め
の
労
働
力

確
保
や
品
質
変
動
、
機
械
の
問
題
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

組
合
（
農
作
業
を
請
け
負
う
組
織
）
へ

の
委
託
や
飼
料
分
析
の
実
施
な
ど
で

上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
～
③
は
輸
入
乾
草
、
④
～
⑥
は
山
口
県
産
自
給
飼
料
の
写
真
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みんな ひろばのみんな ひろばの
東
部
支
所

半
農
半
エ
ッ
ク
ス

２
０
２
１
年
５
月
に
株
式
会
社

ヨ
シ
ナ
カ
を
起
業
し
た
吉
中
太
志

さ
ん
。

「
本
業
で
あ
る
土
木
建
設
業
の
閑

散
期
に
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
高
齢
の
義
父
が
一

人
で
農
作
業
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
農
業

を
仕
事
に
す
れ
ば
、
両
方
を
解
決

で
き
る
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
す
。

現
在
は
、土
木
建
設
事
業
に
加
え
、

義
父
か
ら
譲
り
受
け
た
２
．
２
㌶

の
田
で
稲
を
作
り
、

３
㌶
の
農
作
業
を
受

託
す
る
。

「
２
１
年
に
認
定
農

業
者
に
な
り
ま
し
た
。	

農
家
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
、
荒
起
こ
し
、
代

掻
き
、
田
植
え
、
稲
刈

り
、
籾
摺
り
ま
で
一
通

り
の
作
業
を
請
け
負

う
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
吉
中
さ
ん
。

農
作
業
受
託
を

き
っ
か
け
に
、
ほ
場

や
河
川
の
補
修
工
事

な
ど
、
吉
中
さ
ん
の

得
意
と
す
る
土
木
建
設
の
業
務
を

依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

現
在
は
、
妻
の
幸
子
さ
ん
と
二

人
で
作
業
し
て
い
る
吉
中
さ
ん
。

「
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
な
か
、

な
ん
と
か
農
地
を
守
っ
て
い
き
た

い
。
農
業
分
野
を
６
次
産
業
化
し

て
若
い
人
に
農
業
の
魅
力
を
伝
え
、

人
を
雇
用
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
で
抱
負
を
語
る
。

岩国市美和町　株式会社ヨシナカ　吉
よし

中
なか

 太
ふと

志
し

さん（45歳）

連絡先　080-2731-3245

中
部
支
所

即
戦
力
と
し
て
活
躍
中

「
農
業
を
苦
に
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
で
支
え
合
っ

て
い
る
と
い
う
感
覚
で
す
ね
」
と

話
す
中
村
さ
ん
は
、
有
限
会
社
名

田
島
農
産
で
た
っ
た
一
人
の
女
性

社
員
だ
。

幼
い
頃
、
家
庭
菜
園
の
ミ
ニ
ト
マ

ト
に
挑
戦
し
、
物
づ
く
り
の
楽
し
さ

に
触
れ
た
中
村
さ
ん
。高
校
卒
業
後
、

本
格
的
に
農
業
を
学
ぶ
た
め
県
立
農

業
大
学
校
へ
進
学
。
実
習
で
訪
れ
た

同
社
の
社
風
に
惹
か
れ
、
２
０
１
８

年
入
社
を
決
め
た
。

事
務
所
に
は
女
性
用
の
ト
イ
レ

や
更
衣
室
が
完
備
さ
れ
、
働
き
や

す
い
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。

同
社
代
表
の
秋
本
清
夫
さ
ん
は
、

「
彼
女
は
と
て
も
志
が
高
く
、
即
戦

力
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
細
か
な
気
遣
い
も
で
き
る
、

と
て
も
良
い
人
材
で
す
」
と
話
す
。

中
村
さ
ん
は
「
今
は
、
指
示
を

受
け
て
動
く
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

今
後
は
自
ら
判
断
し
て
行
動
で
き

る
人
材
に
な
り
た
い
で
す
」
と
抱

負
を
語
る
。

山口市名田島　中
なか

村
むら

 友
とも

音
ね

さん
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みなさまからのみなさまからの
話題がいっぱい！話題がいっぱい！

西
部
支
所

な
ん
で
も
で
き
る
！
農
業
基
地

豊
田
町
で
、
地
域
農
業
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
す
る
有
現
会
社
豊

田
あ
ぐ
り
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役

の
冨
永
英
典
さ
ん
。

農
作
業
受
託
、
果
樹
・
野
菜
の

栽
培
生
産
、
穀
類
の
精
米
・
製
粉
、

和
牛
の
繁
殖
・
育
成
、
堆
肥
の
生

産
、
下
関
市
豊
田
農
業
公
園
「
み

の
り
の
丘
」
の
管
理
・
運
営
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
行
う
。

「
地
域
の
雇
用
を
確
保
し
て
い
く

た
め
、一
年
を
通
し
て
生
産
・
出
荷
・

販
売
が
行
え
る
よ
う
、
複
数
の
品

目
を
組
み
合
わ
せ
て
栽
培
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
田
植
え
前
の
５
月
に
種
を
ま
き
、

稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
10
月
ご
ろ
に

収
穫
で
き
る
ん
で
す
。
収
穫
後
は

乾
燥
さ
せ
て
、秋
に
は
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
用
と
し
て
み
の
り
の
丘
で
販
売

し
ま
す
」
と
、
経
営
の
工
夫
を
語

る
。「み

の
り
の
丘
で
は
旬
の
食
材
を

そ
ろ
え
た
直
売
所
の
ほ
か
、
観
光

農
園
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
で
き

る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
豆
腐
づ
く
り
、

そ
ば
打
ち
、
野
菜
の
収
穫
体
験
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
訪
れ
て
楽
し
ん
で

頂
き
た
い
」
と
地
域
の
農
業
基
地

の
魅
力
を
語
っ
て
く
れ
た
。

下関市豊田町　有現会社豊田あぐりサービス

代表取締役  冨
とみ

永
なが

 英
ひで

典
のり

さん（66歳）

豊田農業公園みのりの丘
〒750-0414
山口県下関市豊田町大字八道601−3

北
部
支
所

大
好
き
な
も
の
に
囲
ま
れ
て

「
見
た
目
が
か
わ
い
い
の
で
い
つ

の
間
に
か
１
０
０
０
鉢
ま
で
増
え

ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
山
本
真

寸
子
さ
ん
。
２
０
１
５
年
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
使
っ
て
多
肉
植

物
を
栽
培
し
て
い
る
。

寄
せ
植
え
体
験
に
参
加
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
栽
培
を

始
め
た
。

「
も
と
も
と
植
物
や
花
が
好
き

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
株
を
増

や
す
こ
と
が
楽
し
く
て
ど
ん
ど

ん
は
ま
っ
て
い
っ
た
」
と
い
う
。

自
ら
も
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
阿

武
町
に
あ
る
カ
フ
ェ
に
人
を
集
め

て
、
寄
せ
植
え
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
い
て
い
る
。「
こ
れ
か
ら
も

よ
り
多
く
の
仲

間
が
で
き
る
よ

う
に
多
肉
植
物

の
魅
力
を
発
信

し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
す
。

ま
た
、
多
肉

植
物
と
同
じ
く

ら
い
大
好
き
だ

と
い
う
愛
犬
の

姫
ち
ゃ
ん
。

「
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
出
会
い
、

第
一
印
象
か
ら
相
性
が
と
て
も
良

か
っ
た
の
で
こ
の
子
に
決
め
ま
し

た
」
と
山
本
さ
ん
。

何
で
も
食
べ
る
が
、
特
に
キ
ャ

ベ
ツ
の
芯
と
り
ん
ご
が
大
好
物
。

市
販
の
お
や
つ
は
肥
満
に
な
ら
な

い
よ
う
に
あ
ま
り
食
べ
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。散
歩
は
、

毎
日
家
周
辺
を
２
キ
ロ
。

「
こ
れ
か
ら
も
、
と
も
に
健
康
で

長
生
き
し
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

萩市下田万

山
やま

本
もと

 真
ま

寸
す

子
こ

さん（62歳）

柴犬　姫
ひめ

（10歳）
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は
が
き
紹
介

は
が
き
紹
介

●
毎
号
届
い
た
ら
楽
し
み
に
全

ペ
ー
ジ
目
を
と
お
し
ま
す
。
お

便
り
コ
ー
ナ
ー
も
た
の
し
み
で

ク
イ
ズ
は
頭
の
た
い
そ
う
に
な

る
の
で
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

	

萩
市　

Ｔ
さ
ん

●
主
人
が
豆
ご
は
ん
が
大
好
き

な
の
で
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
皮
を

む
い
て
ピ
ー
ス
に
し
て
お
友
達

と
か
に
も
く
ば
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
キ
ヌ
サ
ヤ
は
食
べ
る
け

ど
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
嫌
い
と

い
わ
れ
る
人
も
多
い
で
す
。

	

岩
国
市　

Ｆ
さ
ん

●
「
父
親
は
98
歳
現
役
」
ト
ラ
ク

タ
ー
に
乗
る
よ
!!
山
村
の
農
地

生
産
は
棚
田
で
、
１
反
ば
か
り

じ
ゃ
有
害
鳥
獣
の
エ
サ
係
？
し

か
し
、「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て

く
れ
る
人
が
い
れ
ば
今
年
も
…

	

下
関
市　

Ｕ
さ
ん

●
私
が
10
代
頃
の
話
で
す
。
牛
は

か
わ
い
い
で
す
よ
ネ
。
母
が
牛

を
大
事
に
し
て
い
ま
し
た
。毎
朝
、

母
は
露
に
う
た
れ
た
生
き
の
い

Ｑ
白
色
申
告
全
相
殺
方
式
が
始
ま
っ
た

よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
税
務
署
に
出

す
青
色
申
告
書
と
ど
う
ち
が
う
の
で
す
か
？

Ａ
青
色
申
告
、
白
色
申
告
、
ど
ち
ら
の

申
告
も
会
計
帳
簿
を
作
成
し
税
務
署

に
提
出
が
必
要
で
す
。

　

帳
簿
形
式
が
白
色
申
告
は
単
式
簿
記
、
青

色
申
告
は
単
式
簿
記
及
び
、
優
遇
措
置
の
多

い
複
式
簿
記
で
の
申
告
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

水
稲
共
済
全
相
殺
方
式
は
、
青
色
申
告

者
で
も
白
色
申
告
者
で
も
加
入
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
下
さ
い
。

Ｑ
わ
ず
か
な
水
田
で
の
米
作
り
、
生
活

の
足
し
に
な
る
生
産
量
で
は
な
い
の

で
す
が
、
水
稲
共
済
は
加
入
の
必
要
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
近
年
は
、
過
去
に
例
を
見
な
い
よ
う

な
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
当
県
で
も
、
令
和
２
年
に
は
ウ
ン

カ
被
害
や
台
風
の
被
害
等
に
よ
り
、
大
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
組
合
で
は
、
収
入

保
険
や
水
稲
共
済
の
加
入
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、「
も
し
も
」
の
災
害
に

備
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
今
夏
、
物
価
上
昇
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
建
物
共
済
の
掛
金
は
値
上
り
又

は
値
下
り
ど
ち
ら
で
す
か
。

Ａ
物
価
や
資
材
な
ど
が
高
騰
す
る
中
、

掛
金
も
上
が
る
の
で
は
と
ご
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
建
物
共
済

の
掛
金
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
被
害
に
対
し
て
補
償
は
助
か
り
ま
す

が
、
害
獣
が
出
な
い
、
近
よ
ら
な
い

方
法
も
研
究
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

ご
教
示
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

Ａ
農
業
を
支
え
る
た
め
、
災
害
補
償
を

行
う
私
た
ち
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
ほ
か
、

様
々
な
組
織
が
県
内
に
あ
り
ま
す
。
山
口

県
鳥
獣
被
害
相
談
セ
ン
タ
ー
の
左
記
Ｕ
Ｒ

Ｌ
に
対
策
の
手
引
き
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ	https://w

w
w
.

p
ref.ya

m
a
g
u
ch
i.lg
.jp
/

soshiki/101/22161.htm
l

Ｑ
共
済
部
長
集
会
は
豊
田
支
所
（
西
部

支
所
）
ま
で
行
く
の
で
す
か
？

Ａ
共
済
部
長
集
会
な
ど
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
支
所
と

も
、お
近
く
の
Ｊ
Ａ
支
所
や
交
流
セ
ン
タ
ー

等
を
お
借
り
し
て
開
催
予
定
で
す
。
ま
た
、

ご
用
の
際
に
は
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
し
た

ら
職
員
が
お
伺
い
致
し
ま
す
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

Ｑ
『
山
口
県
産
牛
肉
を
食
べ
よ
う
』
と

進
め
て
い
ま
す
が
、
お
も
に
ど
こ
で

販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
近
く

の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
見
か
け
ま
せ
ん
が
…

Ａ
山
口
県
産
牛
肉
販
売
認
証
店
舗
に
て

販
売
店
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ	h

ttp
s
://

w
w
w
.buchium

a-y.net/
buy/beef/index.htm

l

い
草
を
刈
っ
て
帰
り
、
牛
は
早
く

も
ら
い
た
い
と
牛
小
屋
の
中
を

大
き
な
体
で
囲
っ
て
い
ま
し
た
。

賢
い
な
ー
と
思
っ
て
ま
し
た
。

	

周
防
大
島
町　

Ｋ
さ
ん

●
農
作
業
で
の
事
故
が
多
い
の

に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
て
作
業
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

	

山
陽
小
野
田
市　

Ｕ
さ
ん

●
わ
ず
か
な
面
積
で
の
米
作
り

で
す
が
、息
子
・
娘
一
家
に
加
え
、

妹
一
家
、
嫁
の
実
家
の
主
食
を

ま
か
な
っ
て
ま
す
。
共
済
の
掛

金
は
お
守
り
代
と
思
っ
て
い
ま

す
。
何
年
か
前
の
大
水
害
の
時

は
本
当
に
有
り
難
く
思
い
ま
し

た
。	

萩
市　

Ｆ
さ
ん

●
防
府
市
佐
野
㈱
八
十
八
夜
さ

ん
の
取
り
組
み
を
読
み
心
意
気

す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

農
地
農
家
を
守
る
と
い
う
心
、

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

山
口
市　

Ｔ
さ
ん

おたよりの質問にお答えします！
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NOSAI
クイズ！

タテのカギ
 １.田畑を荒らす鳥獣を威嚇し追い払うための装置類の総称。
「庭園・石・水・竹」がヒント。

 ２.土地の〇〇〇整理。土地などをいくつかの部分に区切る
こと。

 ３.パエリアに使われるスパイス。お米が黄色くなります。
 ４.〇〇っぱり。良くも悪くも自分の考えや行動を押し通そう
とすること。

 ５.いにしへの奈良の都の八重桜　〇〇九重に匂ひぬるかな
（百人一首より）現代語では「今日」。

 ６.英語では「グリーン」。

ヨコのカギ
 １.山口弁で「しなさい」。
 ７.漢字では、陸蓮根。ネバネバが特徴の夏野菜。緑だけでなく赤や白の品種もあります。
 ８.空き缶を使ったかくれんぼうのこと。
 ９.〇×〇＝36　かけ算の四の段を順に言ってみましょう！
10.どんな病気・苦痛・傷・打撃にも耐えうるからだのこと。
11.力を抜いて大きく息を吸い込んだ後、「〇ーっ！」と息を吐いて、リラックス！

正解された方の中から抽選で10名に
QUOカード2,000円分をプレゼント！

【問題】アルファベットを順に並べてください。
A B C D E 「その土地のものを食べ、その季節にとれたものを食べ

て生活するのが健康によい」という考え方で、食養生
の言葉として使われているそうです。

前回のクイズの答え：タウエウタ　　たくさんのご応募ありがとうございました。

応募
方法

郵便はがき、メールでご応募ください。
締切：2022年9月2日金曜日（当日消印有効）

　当選者の発表は、粗品の発送をもってかえさせていただき
ます。
　応募はがきにご記入いただいた個人情報は、粗品の発送、
お便りの紹介のために使用させていただきます。
　また、広報の取材活動においてお問合せさせていただく場合
がございます。

①NOSAIクイズ!の答え
②郵便番号と住所
③氏名（ふりがな）
④年齢＊　
⑤NOSAIへの質問
⑥その他、ご意見・ご要望
等ご自由にお書きくだ
さい。

＊④年齢については、差し
支えなければご記入くだ
さい。

63 7 5 4-0 0 4 2
山
口
市
小
郡
長
谷
一
丁
目
３
番
３
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
口

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ク
イ
ズ
！
」係

1

B

3 4

A

10

E

6

7 2

C
8 5

9 11

D

メールアドレス  kikaku@ymgc-nosai.or.jp

 お願い 
NOSAIでは、現金取り扱いによる
トラブルなどを未然に防止するため、
全ての共済掛金等は現金納入から口座
振替への移行をお願いしております。
口座振替のお申込み手続きなどは、最
寄りの支所へご連絡ください。

 お詫び 
平素より組合員の皆様には農業保険事業へのご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げ
ます。
さて、山口県農業共済組合は令和４年４月１日より県下４支所体制での業務を行ってお
りますが、令和４年４月１日～15日の間、旧支所電話番号から新支所への電話転送が機
能せず、組合への連絡がつかない等のご迷惑をおかけしましたこと、お詫び申し上げます。
４支所の住所につきましては、本紙裏面をご確認いただきますようお願い致します。
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●東部支所（旧東部総合支所・田布施支所・周南支所エリア）.............岩国市周東町下久原484番地３ 電話：0827-84-0041　FAX：0827-84-0053
●中部支所（旧佐波支所・徳地出張所・吉山（本所）・厚狭地区支所エリア）......山口市小郡長谷一丁目３番３号 電話：083-972-2340　FAX：083-972-3944
●北部支所（旧阿東支所・阿武萩支所・阿北出張所エリア）.................萩市大字高佐下1982番地65 電話：08388-8-5050　FAX：08388-8-5051
●西部支所（旧西部総合支所・長門支所・美祢支所エリア）.................下関市豊田町大字矢田271番地７ 電話：083-250-6208　FAX：083-250-6209
●本　　所................................................................................................山口市小郡長谷一丁目３番３号 電話：083-972-7500　FAX：083-972-1811

山口県農業共済組合

旬の野菜クッキング
かぼっコリー
かぼっコリーは、生で食べることができるカボチャで、コリコリした食感が特徴です。
皮や種まで食べられるので、残すところがありません。そのままの食感や味わいを
楽しむなら、スライスしてサラダやマリネにするのがオススメ。火を通しても、おい
しく食べることができます。

かんたんでおいしい

シンプルな食べ方で味わう
かぼっコリーのおひたし

かぼっコリー ...................... １/４個
めんつゆ（２倍濃縮）...............50ml
水.............................................100ml
かつおぶし.........................１パック
塩................................................ 少々

材料（２人分）

①かぼっコリーをスライサーで薄切りにします。
②かぼっコリーに塩をふり、しんなりしたら軽くしぼり
ます。
③容器にめんつゆと水を合わせて、かぼっコリーを30分
以上浸します。
④器に盛りつけ、かつおぶしをかけて完成。

作り方

コリッとした食感がアクセントに
かぼっコリーのたまごサラダ
かぼっコリー ...................... １/４個
エビ............................................ ５尾 （中サイズ）
たまご........................................ ２個
マヨネーズ................................ 適量
塩................................................ 適量
ブラックペッパー..................... 適量

材料（２人分）

①エビは背わたをとり、殻ごと茹でます。冷ましてから
殻をむき、１cmくらいのぶつ切りにします。
②たまごを茹でます。茹で上がったら、細かい角切り
にします。
③かぼっコリーは、薄切りにして塩をふってしんなりさせ
ます。
④かぼっコリーを軽くしぼり、エビとたまごを入れ、マヨ
ネーズで和えます。
⑤器に盛りつけ、ブラックペッパーをかけて完成。

作り方

プラスチックの使い捨て容器を使うよりも、「回収して洗い再び利用する容器」「お客様がお店に
持ち込む容器」など、食の容器にもサステナブルな取り組みが広がっています。
「罪悪感がない」という意味で、罪悪感や後ろめたさがなく食べられるものを指すときに使われる
ワードです。例えば、低カロリー食品、糖質ゼロ食品、グルテンフリーなど。

サステナブル容器

ギルトフリー

●お知らせ
　第９回通常総代会開催

●収入保険班
　収入保険に加入しませんか？

●収穫共済課
　水稲共済　被害申告の受付を開始します

●資産共済課
　園芸施設共済　事前の備えを確認しましょう

●家畜課
　牛の飼料紹介

風景：萩市むつみノーサイくん

農の力を未来へつなぐ

令和４年（2022年）

第 31号

山口県農業共済組合


